元禄 時代小説 第一 巻 「本朝 二十 不孝」 ぬき ほ (言 

文 一 致 訳) 

井原西鶴 

宫本 百合 子 訳 



にせ あきんど があった。 其の 身 はかた く暮 して 身代に 

も 不足な く 子供 は 一 一人あった けれ 共そう ぞくの 子 は 亀 

丸と 云って 十一 になり 姉 は 小 鶴と 云って 十四で あるが 

みめ 形す ぐれて 国中 ひょうばんの きりょう よしで あつ 

た。 不断 も 加 賀染の 模様の いいの なんか 着せて いろい 

キヌ 

ろ 身 ぎれ いにして やる ので 誰 云う ともなく 美人 問屋と 

云って その 娘 を 見ようと 前に 立つ 人 はたえた 事がない、 

丁度 年頃な ので あっち こっちから のぞみに 母親 もこの 

返事に 迷惑して 申しの べし、 「手前よ ろしければ かね 

て 手 道具 は 高蒔絵の 美 をつ くし 衣装なん かも 表む き は 

御 法 S を 守つ て も 内証で 鹿 子なん か を いろいろ ととの 



雪 や こんこん、 あられ や こんこんと 小 棲に ためて 里 

の 小娘 は 嵐の 吹く 松の 下に 集って 脇 明から 入って 来る 

風の さむ いのも かまわず 日の あんまり 早く 暮れて しま 

うの をお しんで 居る と 熊 野 を 参詣した 僧が 山々 の 

( 一 字 不明 ) 

□ 所 を 越えて ようやく ようよう 麓の ここまで 下つ 

て 来て この 一 群の 子供達の そばに 来て 息 も 絶え絶えの 

様な 声 をして 「人の 住んで 居る 所まで はま だ 遠い ので 

すか」 ときく 様子 は 腰 や 足が とくに ちゃんと 止まって 

居られない 様に フ ラフラして 気味が わるい ので 皆ん な 

何とも 云わずに 家へ 逃げ かえって しまった、 その 中に 
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